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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月12日(2016.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アッセイシステムであって、
（ａ）蛍光体に結合される生物活性剤と、
（ｂ）生物発光リポータに融合される細胞ターゲットと、
（ｃ）生物発光リポータの基質と、
を含むアッセイシステム。
【請求項２】
　前記生物活性剤は、小分子である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記蛍光体は、カルボキシローダミン類似体である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記生物発光リポータは、ＳＥＱ　ＩＤ　Ｎｏ．１と少なくとも７０％の配列同一性を
有するポリペプチドを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記（ａ）及び前記（ｂ）が、細胞中に存在する、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記（ｂ）が、融合体として細胞内に発現される、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記（ａ）が、細胞外で加えられ、かつ、細胞に進入する、請求項５に記載のシステム
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【請求項８】
　前記細胞ターゲットが、生物活性剤の結合パートナーである、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　前記生物発光リポータの発光スペクトラムが、前記蛍光体の吸収スペクトルと重なる、
請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記生物活性剤の前記細胞ターゲットへの結合において、前記生物発光リポータによる
前記基質の反応生成物への変換により、ＢＲＥＴによる前記蛍光体の励起及び前記蛍光体
からの蛍光発光が生じる、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記（ａ）は、前記蛍光体に結合される前記生物活性剤のライブラリの１つである、請
求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記（ｂ）は、前記生物発光リポータに融合される複数の細胞ターゲットの１つである
、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記生物活性剤又は前記蛍光体に結合される前記生物活性剤が、非自然の化学合成によ
って生成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　生物活性剤の細胞ターゲットへの結合を検出する方法であって、請求項１～１３の一つ
に記載のシステムを含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１～１３の一つに記載のシステムを含む、細胞。
【請求項１６】
　生物活性剤と細胞ターゲットとの間の相互作用を検出するための方法であって、
（ａ）前記細胞ターゲットと第１の波長でエネルギを放出する生物発光リポータとの融合
体を、細胞内で発現することと、
（ｂ）蛍光体に結合した前記生物活性剤に、前記細胞を接触させることと、ここで、前記
蛍光体は前記第１の波長でエネルギを受け、かつ、第２の波長でエネルギを放出し、
（ｃ）前記生物発光リポータの基質に、前記細胞を接触させることと、
（ｄ）前記第２の波長のエネルギを検出することと、ここで、前記第２の波長での前記エ
ネルギの存在は、前記生物活性剤の前記細胞ターゲットとの相互作用を示し、
を含む方法。
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